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目的　収入の低い集団は高収入の集団に比してメンタルヘルス不調のリスクが高いとされるが，労
働者における収入とメンタルヘルス不調の関係，およびその媒介要因を検証した研究はわが国
では少ない。労働者の健康格差の実態とそのメカニズムを解明することを目的として行われて
いるパネル研究のベースラインデータを用いて，労働者の収入とメンタルヘルスの関連，その
媒介要因としての職の不安定性の影響を検討することを目的とした。

方法　労働者の健康格差のメカニズム解明を目的とした多目的パネルのベースライン調査参加者の
男性7,645人，女性2,241人を対象とした。税込みの世帯収入を世帯員数で調整した世帯収入の
下位 3分位を低収入とした。将来の職の安定性，季節雇用，過去および将来の失業の可能性を
尋ねる 4項目の得点和の上位 5分位以上を職の不安定とした。Ｋ 6得点の13点以上をメンタル
ヘルス不調とした。男女別に，低収入群がメンタルヘルス不調に陥るリスクを，年齢，教育歴，
職業，労働時間を調整したロジスティック回帰分析を用いて算出した調整後オッズ比，および
95%信頼区間で推定した。低収入群とメンタルヘルス不調の関連を，職の不安定性がどの程度
説明するかを，それぞれの変数を投入したオッズ比を求めて検討した。

結果　男女とも，低収入はメンタルヘルス不調と関連していた。低収入の男性労働者がメンタルヘ
ルス不調に陥るリスク（属性・就業状況を調整したオッズ比）は1.26で，女性では1.62であっ
た。職の不安定性を調整すると，メンタルヘルス不調に対する低収入のリスクは男女ともに約
9 %減弱し，男性において低収入とメンタルヘルス不調の関連は統計的有意ではなくなった。
職の不安定性とメンタルヘルス不調の関連性の変化は，低収入を調整してもわずかであった。

結論　日本人労働者において，低収入は労働者のメンタルヘルス不調と関連することが観察された。
低収入の労働者におけるメンタルヘルス不調のリスク増加の一部は職の不安定性によって説明
され，職の安定の確保は，労働者のメンタルヘルスの所得格差を軽減する方策となる可能性が
示された。

キーワード　収入，職の不安定性，メンタルヘルス，パネルデータ，労働者

労働者の収入とメンタルヘルス
－職の不安定性による媒介効果に注目して－
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Ⅰ　緒　　　言

　社会経済的に不利な集団にメンタルヘルス不
調の有病率や罹患率が高い1）-4）。Lorantらによ
る56の疫学研究に基づくメタアナリシスでは，
社会経済的に不利な状況にある者は，そうでな
い者に比べて80パーセント増しでうつ病を有す
るリスクがあり，教育歴および収入が低いほど，
量－反応的にリスクが増加することが報告され
ている2）。海外では労働者においても，低収入
の労働者は高収入の労働者に比して抑うつや不
安等のメンタルヘルス不調のリスクが高いこと
が示されている5）-8）。
　業務上外の要因が，労働者における低収入と
メンタルヘルス不調の関連を説明する可能性が
ある9）。30歳から64歳の代表的な労働者を解析
したフィンランドの研究では，男性において，
低収入グループにおける大うつ病もしくは不安
障害の12カ月期間有病リスクは，高収入グルー
プに比して2.8倍で，仕事の要求度，仕事のコ
ントロール，仕事上のサポート，研修の機会，
職の不安定性といった業務上の要因がリスク増
加の31%を，婚姻状況，住居状況，職場外のサ
ポート，暴力による被害，喫煙，身体症状と
いった業務外要因が20%を説明していた。女性
においては，2.0倍のリスク増加の23%が業務
上の要因，65%が業務外の要因で説明された。
さらに，職の不安定性が低収入によるリスク増
加の約10%を説明することが認められた。
　大うつ病をはじめとするメンタルヘルス，身
体症状および自覚的健康度との関連が認められ
ていることから10）-14），労働者の健康格差を縮小
する方策の一つとして職の安定を保つことの重
要性が示されている15）。前向き研究でも，不安
定雇用がうつ病圏のエピソードを予測すること
が認められており16） 17），そのインパクトの大き
さは，失業と同程度，もしくは，それ以上であ
ることが示されている18）-20）。終身雇用者におい
ても，認知されている職の不安定性は，契約社
員以上に心理的不調と関連していたとの報告も
ある21）。いわゆるワーキングプアに対して，職

の不安定性は，唯一有意に抑うつ症状と相関し
たという報告がある22）。
　健康格差に関する認識が高まり，わが国でも
社会経済的要因と健康状況の関連が注目されて
いるが，労働者の収入，職の不安定性とメンタ
ルヘルスの関連を検討した例は少ない。労働者
の健康格差の実態とそのメカニズムを解明する
ことを目的としてパネルデータの構築が進めら
れている研究のベースラインデータを用いて，
低収入はメンタルヘルス不調と関連するのか，
その関連性は職の不安定性によりどの程度説明
されるのかを検討した。

Ⅱ　方　　　法

（ 1）　対象
　今回の解析は，著者らが労働者の健康格差の
メカニズム解明を目的として構築を開始してい
る大規模労働者多目的パネルデータ（Japanese 
study of Health, Occupation and Psychosocial 
factors related Equity：J-HOPE）23）24）のうち，
2010年10月から2011年12月までに収集された
ベースラインデータ（J-HOPE 第 1 次ウェイ
ブデータセット2013年 8 月19日版）を用いて実
施した。
　J-HOPEは，わが国の労働者の社会経済的階
層間に健康格差が存在するのか，それらは，心
理社会的な仕事の特徴とどのように関係してい
るのかを解明することを目的として，医学，社
会科学（経済・労働分野），人文科学（心理
学）の研究者が共同して実施している学際的な
研究である。第 1次ウェーブの登録者は，事業
場単位の登録時従業員数が 8人から3,462人
（平均901人）からなる全国12事業場の10,807
人で，参加している主要産業は，製造，運輸，
医療，情報通信，サービス，製薬にまたがって
いる。このパネルデータでは，多様な背景を有
する労働者の社会経済的要因や新しく注目され
ている職業性ストレス尺度が，生活習慣に関す
る詳細な問診，代表的な循環器疾患危険因子，
抑うつ等の精神的健康度とともに，標準化され
た方法で毎年測定され，蓄積されている。今回
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の解析は，基本データとなる調査票に対する回
答において，主要な解析の対象である収入，職
の不安定性，および心理的ストレス反応の調査
項目に欠損のない男性7,645人，女性2,241人を
対象として行った。

（ 2）　調査項目
　収入は税込みの世帯収入を，「299万円以下」
「300～499万円」「500～799万円」「800～999万
円」「1,000～1,499万円」「1,500万円以上」の
6段階のカテゴリで聴取した。解析にあたって
は，それぞれのカテゴリの中央値を，世帯員数
の平方根で除し，男女別に下位 3分位（男350
万円，女250万円未満）を低収入群とした。
　職の不安定性は，将来の職の安定性，季節雇
用，過去 1年間の失業の危機および今後 2年間
の失業の可能性を尋ねる 4項目について調査し
た（表 1）。全項目の選択肢の得点を合計し，

得点和の分布が大きく変わる得点（ 8点：上位
5分位に相当）以上を職の不安定とした。測定
の信頼性を示すクロンバックのαは0.53であっ
た。
　メンタルヘルス不調については，Ｋ 6を用い
て評価した。Ｋ 6は，過去30日間の心理的スト
レス反応を測定するために開発された質問票尺
度で，表 2に挙げた 6項目からなる25）26）。「い
つも」（ 4点），「たいてい」（ 3点），「ときど
き」（ 2点），「少しだけ」（ 1点），「全くない」
（ 0点）の 5段階の回答選択肢に，回答を求め
て採点し，合計得点（得点範囲は 0～24点）が
高いほど，気分・不安障害の可能性が高い。本
研究では，13点以上（重症精神障害相当）をメ
ンタルヘルス不調とした。クロンバックのαは
0.89であった。
　このほか，基本的な属性として聴取した，年
齢（満年齢で聴取し，10歳区切りでカテゴリ
化），性別，教育歴（学校教育を受けた年数で
聴取し，大学かそれ以上，高校卒業まででカテ
ゴリ化），職業（日本標準職業分類で聴取し，
管理職・専門職・技術職を高位職業階層とカテ
ゴリ化），残業を含む週労働時間（時間数で聴
取し，60時間未満と以上でカテゴリ化）の変数

表 1　職の不安定性についての質問票
1 ．将来も安定した仕事だ。 
1 ．全く違う　　　　　　　　　□ 4
2 ．違う　　　　　　　　　　　□ 3
3 ．そうである　　　　　　　　□ 2
4 ．まったくそうである　　　　□ 1

2 ．あなたの仕事はどのくらい一定していますか？ 
1 ．定期的で一定である　　　　□ 1
2 ．季節的な仕事である　　　　□ 2
3 ．しばしば解雇がある　　　　□ 3
4 ．季節でしばしば解雇がある　□ 4

3  ．過去 1 年間，あなたは何度くらい職を失う，あるいは
解雇されそうな状況にであいましたか？
1．まったくなかった　　　　　□ 1
2 ． 1 度あった　　　　　　　　□ 2
3 ． 1 度より多くあった　　　　□ 3
4 ．常にそうであった　　　　　□ 4
5 ．実際に解雇された　　　　　□ 5

4  ．続けたいと思った仕事をなくしてしまうことが時にあり
ます。 これから 2年間のうちにあなたがいまの雇い主の下
での現在の職を失うことはどのくらいありえそうですか？
1．ほとんどありそうにない　　□ 1
2 ．あまりありそうにない　　　□ 2
3 ．いくらかありうる　　　　　□ 3
4 ．非常にありうる　　　　　　□ 4

注　チェックされたボックスに割り当てられた番号を合計して職の
不安定性を得点化した。

表 2　Ｋ 6調査票の項目
神経過敏に感じましたか
絶望的だと感じましたか
そわそわ，落ち着かなく感じましたか
気分が沈み込んで，何が起こっても気が晴れないように感じましたか
何をするのも骨折りだと感じましたか
自分は価値のない人間だと感じましたか
注　各項目について，「いつも」（ 4点），「たいてい」（ 3点），「と
きどき」（ 2点），「少しだけ」（ 1点），「全くない」（ 0点）の 5
段階の回答選択肢に，回答を求め得点和を計算した。

表 3　 分析対象者の基本属性：J-HOPEベースラインデータ
（2010～2011年，Ｎ＝9,886）

（単位　人，（　）内％）
年齢（歳）　　 （平均±標準偏差）　　　41　±　11
就業期間（年）（　　　〃　　　）　　　17　±　11
性別
　男性 7 645(77.3)
　女性 2 241(22.7)
職業
　管理職 1 720(17.4)
　専門職 1 347(13.6)
　技術者 1 062(10.7)
　事務職 1 388(14.0)
　サービス 531( 5.4)
　技術を必要とする生産技能職 614( 6.2)
　機械を操作する生産技能職 1 056(10.7)
　身体労働が主な生産技能職 846( 8.6)
　そのほか 1 170(11.8)
　欠損値 152( 1.5)
教育歴
　大学かそれ以上 5 960(60.3)
　高校卒業まで 3 882(39.4)
　欠損値 44( 0.4)
世帯収入（万円／年）
　299以下 843( 8.5)
　300～499 1 996(20.2)
　500～799 3 741(37.8)
　800～999 1 708(17.3)
　1,000～1,499 1 401(14.2)
　1,500以上 197( 2.0)
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を解析に使用した。

（ 3）　統計解析 
　男女別に，収入および職の不安定性による属
性の分布をχ2検定で検討した。さらに，低収
入群がメンタルヘルス不調に陥るリスクを，ロ
ジスティック回帰分析を用いて，年齢，教育歴，
職業，労働時間を調整して算出したオッズ比お
よび95%信頼区間で推定した。さらに，説明変
数として職の不安定性を投入し，低収入群とメ
ンタルヘルス不調の関連がどの程度説明される
か検討した。

（ 4）　倫理的配慮
　本研究は，東京大学大学院医学系研究科
（No.2772），産業医科大学（No.10-004），北里
大学医学部・大学病院（B12-103）の各倫理委
員会による審査を受けて実施された。調査に当
たり，参加者には，書面で研究の概要と手続き
について説明が行われ，署名による同意を得た。

Ⅲ　結　　　果

　分析対象者の基本属性を表 3に示した。
　男性において，低収入群は高収入群に比較し
て，40歳までの若年層，低職位，低学歴の割合
が高く，週労働時間60時間以上，職の不安定，
メンタルヘルス不調の割合が有意に高かった。
一方，職の不安定な群は，そうでない群に比較
して，41歳以上の壮年層，低職位，高学歴，週
労働時間60時間以上の割合が高く，メンタルヘ
ルス不調の割合も有意に高かった（表 4）。
　女性では，低収入群は高収入群に比較して，
30歳以下の若年層と51歳以上，低職位，低学歴，
職の不安定，メンタルヘルス不調の割合が有意
に高かった。また，職の不安定な群はそうでな
い群に比較して，職位が低く，メンタルヘルス
不調の割合が高かった（表 5）。
　低収入の男性労働者がメンタルヘルス不調に
陥るリスク（属性と就業状況を調整したオッズ

表 4　 収入，職の不安定性による属性の分布：J-HOPE
ベースラインデータ（2010～2011年，男性）

（単位　％）

収入2）

χ2検定
職の不安定性3）

χ2検定
高収入低収入 安定 不安定

年齢（歳）
　30歳以下 16.6 23.1 *** 19.3 15.9 *
　31～40歳 23.0 33.0 26.1 26.6
　41～50 35.6 27.5 32.9 33.8
　51歳以上 24.8 16.4 21.8 23.6
職業階層4）

　高職位 56.4 30.3 *** 49.4 42.3 ***
　低職位 43.6 69.7 50.6 57.7
教育歴
　大学かそれ以上 67.2 49.0 *** 60.8 64.0 *
　高校卒業まで 32.8 51.0 39.2 36.0
週労働時間
　60時間未満 94.0 95.6 ** 95.0 92.2 ***
　60時間以上 6.0 4.4 5.0 7.8
職の不安定性
　安定 84.2 78.1 *** - -
　不安定 15.8 21.9 - -
Ｋ 6得点
　13点未満 92.1 89.3 *** 93.3 81.8 ***
　13点以上 7.9 10.7 6.7 18.2
注　1）　***ｐ＜0.001，**ｐ＜0.01，*ｐ＜0.05，欠損値のあるデー

タは除外して計算した。
　　2）　調査票で聴取した税込みの世帯収入を世帯員数で調整した

額の下位 3分位を低収入とした（男性350万円未満，女性250
万円未満）。

　　3）　将来の職の安定性，季節性，過去および将来の失業の可能
性を尋ねた 4項目の得点和で，不安定な状況にある 5分位を
不安定群とした。

　　4）　調査票上聴取した職業から，管理職，専門職，技術職を高
職位とした。

表 5　 収入，職の不安定性による属性の分布：J-HOPE
ベースラインデータ（2010～2011年，女性）

（単位　％）

収入2）

χ2検定
職の不安定性3）

χ2検定
高収入低収入 安定 不安定

年齢（歳）
　30歳以下 23.8 32.0 *** 27.5 21.8
　31～40歳 31.4 25.1 29.0 31.2
　41～50 31.3 26.7 29.5 31.0
　51歳以上 13.6 16.2 14.0 16.0
職業階層4）

　高職位 27.6 12.3 *** 24.5 16.0 ***
　低職位 72.4 87.7 75.5 84.0
教育歴
　大学かそれ以上 63.9 44.3 *** 57.7 58.0
　高校卒業まで 36.1 55.7 42.3 42.0
週労働時間
　60時間未満 97.8 98.4 98.1 97.9
　60時間以上 2.2 1.6 1.9 2.1
職の不安定性
　安定 83.1 75.6 *** - -
　不安定 16.9 24.4 - -
Ｋ 6得点
　13点未満 91.1 86.6 ** 91.8 80.8 ***
　13点以上 8.9 13.4 8.2 19.2
注　1）　***ｐ＜0.001，**ｐ＜0.01，*ｐ＜0.05，欠損値のあるデー

タは除外して計算した。
　　2）　調査票で聴取した税込みの世帯収入を世帯員数で調整した

額の下位 3分位を低収入とした（男性350万円未満，女性250
万円未満）。

　　3）　将来の職の安定性，季節性，過去および将来の失業の可能
性を尋ねた 4項目の得点和で，不安定な状況にある 5分位を
不安定群とした。

　　4）　調査票上聴取した職業から，管理職，専門職，技術職を高
職位とした。
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比）は1.26であった。職の不安定性を
調整すると，メンタルヘルス不調に対
する低収入のリスクは約 9 %減弱し，
低収入とメンタルヘルス不調の関連は
統計的有意ではなくなった。低収入の
女性労働者がメンタルヘルス不調に陥
る調整後オッズ比は1.62であった。職
の不安定性を調整すると，メンタルヘ
ルス不調に対する低収入のリスクは約
9 %減弱した（表 6）。
　職の不安定な労働者がメンタルヘル
ス不調に陥るリスク（属性と就業状況
を調整したオッズ比および（95%信頼区間））
は， 男 性 で3.15（2.65-3.75）， 女 性 で2.97
（2.19-4.04）であった。収入を調整すると，
そ れ ぞ れ，3.11（2.62-3.70），2.87（2.11-
3.90）となり，リスク低下は，わずかに 1 %，
3 %にとどまった。

Ⅳ　考　　　察

　日本人労働者男女を対象とした解析において，
低収入はメンタルヘルス不調と関連しているこ
とを観察した。男女ともに，低収入と職の不安
定性は強く関連しており，職の不安定性を調整
すると，メンタルヘルス不調に対する低収入の
リスクは減弱し，男性においては統計的有意で
はなくなった。一方，職の不安定な労働者にお
けるメンタルヘルス不調の相対危険は，男女と
も 3倍程度あり，低収入を調整しても，職の不
安定性とメンタルヘルス不調の関連性の低下は
わずかであった。日本の労働者において，低収
入はメンタルヘルス不調と関連しており，その
関連性の一部を職の不安定性が説明することが
示された。
　日本人労働者において，収入とメンタルヘル
ス不調の関連をみている研究は少ない。一つに
は，収入源の乏しい集団を包含する一般人口集
団に比べて，収入と健康問題の関連が研究課題
として取り上げられてこなかった可能性がある。
本研究では，主に職の不安定性に注目し，その
他の交絡・媒介要因の寄与を検討していないの

で，低収入とメンタルヘルス不調の真の関連性
を見極めてはいない。しかし，低収入には，多
様な有害要因が集積してリスク増に寄与するこ
とが観察されており27），サラリーを得ている労
働者でも世帯収入が低い場合はメンタルヘルス
不調のリスクが高まる可能性があることに留意
するべきかと思われる。低収入とメンタルヘル
ス不調の関連性の強さに男女差があることにつ
いては，家計に対する収入の重要性や稼ぎ手と
の関係，就業形態の差など，測定していない要
因に起因する可能性があり，さらに詳細な調査
が必要である。
　男女ともに，職の不安定な労働者は，ほぼ 3
倍増の相対危険でメンタルヘルス不調のリスク
の増加があること，職の不安定性が低収入とメ
ンタルヘルス不調の関連を相当程度説明するこ
とが観察された。不安定な職とメンタルヘルス
不調の関連性の程度22）や，不安定な職によって
説明される低収入とメンタルヘルス不調の関連
性の程度9）は，海外の先行研究とよく一致して
いた。女性においては，職の不安定性を調整す
ることで，オッズ比が低下したものの，低収入
とメンタルヘルス不調の関連性は，統計学的に
有意のまま残った。女性においては，男性より
も婚姻状況や住環境，仕事以外の友人からの支
援などの業務外要因の寄与が大きいことが関係
しているのかもしれない9）。
　終身雇用か否かといった契約形態に関わらず，
職の不安定は労働者のメンタルヘルスに影響す
ることが示されている28）。バブル経済崩壊後，

表 6　 職の不安定性調整の有無による低収入群におけるメンタル
ヘルス不調発現の相対危険の変化：J-HOPEベースラインデー
タ（2010～2011年）

ｎ
ModelⅠ2） ModelⅡ3）

オッズ比 95%信頼区間 オッズ比 95%信頼区間
男性
　高収入（基準） 5 013 1 1
　低収入 2 380 1.26 1.06-1.49 1.15 0.97-1.37
女性
　高収入（基準） 1 501 1 1
　低収入 673 1.62 1.20-2.18 1.50 1.10-2.02
注　1）　多重ロジスティック回帰分析による。調整要因に欠損値のあるデータは

除外した。
　　2）　年齢，職業階層，教育歴，週労働時間を調整
　　3）　年齢，職業階層，教育歴，週労働時間に加えて職の不安定性を調整
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わが国の失業率は 4～ 5 ％の間で推移し29），労
働者の雇用不安は増加している30）。非正規労働
者に比べて安定しているとされてきた正規労働
者も21），かならずしも雇用が保証されていると
はいえない31）32）。長く終身雇用が続き，職の流
動が「あたりまえ」ではなかった日本では，再
就職の見通しが乏しく33），雇用の不安定性は，
労働者に大きな心理的負荷を生じさせている可
能性がある。
　主に欧州において，雇用を守るセーフティ
ネットが，経済的危機に引き続く労働者のメン
タルヘルスの増悪予防に有効であることが示さ
れている34）。アメリカでは，より柔軟な職の移
動の重要性が示唆されている35）。失業後の再就
職が困難なわが国においては，職業移動が不利
にならないようにするとともに36），雇用確保を
支えることにより，職の不安定性に関わるスト
レスを減じる政策が求められる。
　多様な職種の労働者が参加しているとはいえ，
本研究の対象者は日本人労働者を代表している
とはいえない。本研究の対象者の大きな割合を
構成する事業場は比較的大企業で，少なくとも
男性参加者は基本的に正規雇用者であり，季節
労働等の労働者や，いわゆる貧困層といえる著
しく低収入の労働者は少なく，メンタルヘルス
不調に対する低収入のリスクを過小評価してい
る可能性がある。
　自己申告で測定した収入と世帯員数には，測
定誤差が発生している可能性がある。世帯収入
の健康影響を正確に把握するためには，より客
観的な収入データの取得や主たる稼ぎ手を含め
た世帯構成に関する詳細な聴取が必要となって
くる。職の不安定性については，尺度の信頼性
係数は0.6未満で，十分な信頼性とはいいがた
いものであった。実際に解雇されたかなど，必
ずしも一元性が担保されない項目が含まれてい
るためと思われる。
　今回の解析は，横断的に行われたものであり，
因果関係に言及できない。収入や不安定な職と
メンタルヘルスの関連に関するエビデンスの多
くは横断研究に基づいている37）。社会的に不利
な状況にあるためにメンタルヘルス不調に陥る

のか（social causation hypothesis），メンタル
ヘルス不調のために社会的に不利な状況に留め
られるのか（social selection hypothesis）検討
が必要である2） 38） 39）。また，調査に偏った回答
をするような個人の性向や未測定要因の交絡に
よるバイアスなどを検討できていない。今後，
整備されるパネルデータの特性を活かした解析
により，これらの限界を克服していく必要があ
る40）。

Ⅴ　結　　　語

　日本人労働者においても，低収入はメンタル
ヘルス不調のリスクとなる可能性がある。職の
不安定性は，低収入労働者におけるメンタルヘ
ルス不調のリスク上昇の一部を説明していた。
労働者のメンタルヘルスのために，雇用を保つ
ことの重要性が示されており，政策に反映され
ることが望まれる。
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